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1　は　じ　め　に

桑属（肌′〟∫）は10数種に分類2・3）されているが，本邦

における栽培桑は，ヤマグワ（丑山血恒心K．）．カ

ラヤマグワ（〟．〃Jd〃　し．）．ログワ（〟．J如ゆrJd

P．）の3種及びそれらの雑種である。これらの中には自

然生の3倍体が極めて多く存在している10）○中国地方原産

のケグワ（肌〟摘小山d M・）は6倍体5）・中国原産

のカラケグワ（肌亡。′血r〃〃d）の中には4倍体，6倍体，

8倍体が存在するといわれ4），西部アジアに分布するクロ

ミグワ（肌乃iク′d L，）は22倍体であることが知られて

いるlA8）。この中で，クロミグワと栽培桑との雑種に関

する一連の細胞学的，育種学的研究が東城によって行われ

ているが10），今回の報告は育成された多くの高次倍数体

の特性研究の一環として接木活着率を調査したものである。

2　材料及び方法

2倍体（ヤマグワ系品種：剣軌カラヤマグワ系品種：

改良鼠返，一ノ瀬），3倍体（カラヤマグワ系品種：市平，

福島大乗），4倍体（N871，仙37－11，恥65），5倍体

（71毛），6倍体（ケグワ），7倍体（N885，仙141，仙

169），8倍体（12Ⅹ×4XのFl），12倍体（剣持×クロミ

グワのFl），13倍体（4Ⅹ×クロミグワのFl），14倍体

（ケグワ×クロミグワのn），17倍体（12Ⅹ×クロミグワ

のFl），22倍体（クロミグワ及びクロミグワの自殖系統）

について，圃場及び鉢植された桑樹から1976，’78及び■79

年の3月下旬～4月上旬に接穂を採取し，冷歳庫（2－5

℃）に貯蔵した。なお，13倍体，14倍体，17倍体，22倍体

（クロミグワの自殖系統）は発育が不十分で採取した接穂

は細くやや充実度に欠けていた。各年次とも5月中旬に出

庫して接穂を調製し魯桑実生（2Ⅹ）に袋接した後，湿し

た鋸屑中に入れガラス室内でゆ合促進を図り，5月下旬畦

間を80と聯とし，10～13仲間編に伏込んだ。施肥量は粒状固

形肥料で年間N：9句，1㌔05：3．6匂，K20：3．6

毎を伏込時と7月中旬に域あて施した。除草は随時行い活

着率の調香は落彙期に行った。

3　調　査　結　果

3か年の調査結果は衰1に示すとおりであった。すなわ

ち，2倍体（改良鼠返，一ノ瀬，剣持）の活着率は極めて

良好で，3倍体（市平，福島大葉）は2倍体に比べ若干劣っ

たが，4倍附ま変りない活着率であった。5倍体・7倍体・

8倍体及び12倍体の雑種も比較的良好な活着率を示したが，

6倍体（ケグワ），13倍体，14倍体及び17倍体の雑種はいず

れも不良であった。しかし，クロミグワの自殖系統で素焼鉢

lこ伏込みガラス室内で保護した場合は良好な活着率であった0

蓑1高次倍数体の接木活着率

倍 数 性 （品種あるいは系統） 接木 本 数
（本）

活 着 率
（％）

（改　 良　 鼠　 返 ） 30 10 0．0

（一　　 ノ　　 瀬 ） 31 96．8
2 ∬ （剣　　　 持 ） 30 100．0

（一ノ瀬 ×M ．n．） 50 88．0

3 雄 冨 島 大 要 ； 20

39

85．0

7 1．8

弓 …≡ 37： 11 ； 30

3 1

30

96．7

93．5

93．3

5 ∬　 （7 1　　　 毛 ） 40 87．5

6 ∬　 （ ケ　 グ　 ワ ） 23 21．7

7 雄 ≡ ：…… … 30

23

30

86．7

73．9

96．7

8　∬ 30 90．0

12　∬ 30 80．0

13　エ 15 26．7

17　ガ 7 28．6

22号 ；ロ三グ笥 59■

50

10 5■

50

78．0

0．0

72．4

20．0

注．＊印は接木直前に接穂を採取し，接木後素焼鉢に
植付けた。

4　考　　　　察

桑の種（Species）における接木親和性は，ヤマグワ

（乱れ細れ再K．）に属する品種は良好であるが，カラ

ヤマグワ鱒．〃肋rL）及びログワ（肌Jdバ′♂恒　P・）
に属する品種の大部分は不良で種による違いのあること

が知られているu）。また，人為的に育成された3倍体及

び4倍体の接木活着率は良好である7）。ところが，桑属の
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（みき…川Jg∫）に属するタロミグワ（肌〝丹r〃　し．）

と台木である魯桑実生（2Ⅹ）との接木活着率は，タロミ

グワの接穂を長期間低温で貯蔵すると極めて不良となるが，

貯蔵することなく採取後直ちに接木し，その後の管理を十

分行えばかなり良好である叫。桑の接木活着には，接木時

期，接穂及び台木の良否，接穂の貯蔵期間等が影響し，導

管の大きさ，分布及び皮層細胞のタンニン含量によっても

違いがあるという2）。本試験に供試された倍数体の組織学

的観察及び化学的成分等の分析は行われていないが，5倍

体，7倍体，8倍体，12倍体等は2倍体あるいは3倍体に

劣らない接木活着率を示した。しかし，13倍体，14倍休及

び17倍体等は不良であった。その原因は接穂が一年生実生

のうえ発育が不良で充実度も不十分で，かつ，伏込が圃場

であったため十分な管理ができなかったためと考えられた。

クロミグワの自殖系統（22Ⅹ）も実生一年生の枝条で発育

不良の接穂であったため，圃場に栽植した場合は全く活着

しなかった。しかし，接木後直ちに素焼鉢に植付け，ガラ

ス室内で保護した場合78％の活着率を示した。これらのこ

とを考えると桑属における高次倍数体の接木活着率は決し

て低くないものと考えられた。

5　ま　　と　　め

クロミグワ（22X）及びケグワ（6Ⅹ）と栽培桑等との

交雑によって得られた2倍体及び高次倍数体（5倍体．6

倍恥7倍体，8倍体，12倍体，13倍体，14倍体，17倍体，

22倍体）の接穂と魯桑実生（2Ⅹ）との接木活着率を調査し

た結果，充実した穂木を採取し，貯蔵条件，接木後の保護等

十分な管理を行えばその活着率は低くないものと考えられた。

引　用　文　徹

り　Darlington．C．D．；LF．LA CoVR．1950．The

handling ofchromosomes．Geoge Allen and

Unwin Ltd．London．

2）堀田韻書．1958．農学大系作物部門　桑編（第4版）．

養賢堂．東京．p．414

3）小泉藤一．1917．桑属植物考．姦試報　3：1－62．

4）南沢吉三郎．1976．栽桑学　基礎と応用．鳴鳳社．

東京．p．435．

5）関　博夫．1952．クワ科（〟〃Ⅵ廿が）植物の細胞学

的研究．（Ⅴ）毛桑（〟〃′〟∫．i／Jdイク〃〃　Makino）

の染色体数について．信州大繊研報　2：13－17．

，押金健吾．1960．倍数性桑樹に関する研究．

（Ⅳ）黒桑（〟〃r〟∫月号r〃．）の細胞学的並びに形態学

的研究．信州大繊研報10：7－13，

7〉　東城　功，早坂七郎．1964．育成4倍性桑樹の接木活

着試験．垂糸研究　51：6－11．

81　　　．1966．桑の倍数体に関する研究，（Ⅳ）

ノ肌7′〟∫ガiクrαしの花および花粉粒について．日義雑

35：360－364．

9）　　．1980．クロミグワ（〟〃′〟∫〝豆rd L）の

接木活着率について．日姦雑　49：73－74．

畑　Toiyo，1．1985．Research of Polyploidy and

ItsApplicationin Mor〟S．JARQ18：222－228・

11）鶴田定平．1934，実験桑樹品種論．明文堂．東京．

p．532．

－292－


